















































































































本にとって本質的なことである J (Gr. S. 334-5)。つぎに「生産力についても同様
である o 一方で、は，相対的剰余時間を柏加させるために必然的に生産力を極限まで高
めようとする資本の傾向。他方では，そのために必要労働時間， したがって労働者
の交換能力が減少する J (Gr. S. 335) とのべる。「この生産自体によって生みだされる
需要は，労働者との関連でおこなわれる生産の基iV;とならなければならぬはずの釣合
いをのりこえて生産をかりたてる J (Gr. S. 333)。以上の分析のあとで「略解図」の




































波書庖， 1971年，第 1部。森田桐郎 rlr経済学批判要綱」における世界市場論JIT'経済













(Gr. S. 437 -8 )。これをここでも「資本の普遍的傾向J(Gr. S. 438)， rこの布教
















ら産業資本家にとって自由な穀物貿易は重要なのである)J (Gr. S. 626)。ここには部
門分割につながりうる視点があるがそれ以上の展開はない。
(i) MEGAの編集者が1860年 1- 2月執筆と推定している「引用ノートへの索iJlJの
中の rr )資本の苔椋」と題された項目中に外国貿易，つまり固定資本への転化
と同様に，剰余労働を喰い尽す等々の諸方法 (27)(28) (29) J という文章がある。この内容
については引用ノートの25-28ページがなくなっているので不明である (MEGA，
I - 2， S. 271，および、 Apparat，S. 437を参照)
2. 23冊のノート(1861-63)に
おける外国貿易の拾象について










いし，また起こりえないのである J (Kr. S. 1113)。すなわちマルクスは資本
苔積における v+mのドク、、マ批判を行っている部分で外国貿易の拾象を言
っている。


























いJ (Kr. S. 1718)。そのあと金銀が工芸用，通貨または単なる蓄蔵貨幣とし
て用いられる場合を挙げたあと[""われわれの前提によれば，金生産は国内で












































































(Kr. S. 1758) としている。ここでは資本蓄積と金生産との関連は裁ち切 p
られたかのようであるが，このあともマルクスは資本蓄積と金蓄積との関連
にふれながら，最後に「この点のいっそうの解明は先にのばすべきである」





















(ii) I再生産J (ノート 22冊)








は，……つねに再生産過位である J (Kr. S. 2243)。このように述べたあと，
「総生産物」がのちの記号を使えばC十 v+mに分れることをのべ「これ以






























































































は他にもみられる (Kr.S. 2245， S. 2254， S. 2263)。なお第2篇に関する留保文言は
「α)剰余価値の資本への再転化」にもみられる (Kr.S. 2215， S. 2216， S.2218， 
S. 2239)。たとえば「いかにして今や剰余価値は資本に転化するのか?この過程のよ
り詳細な条件は次の簡で考察されるべきである。ここではただ純粋に形式的なことが







必要とする J (Kr. S. 1134)。もっとも23冊のノートの「資本と利潤」ではその補足は
38 時~ 't~・と主主 i舟
なされていなし、。また第 3日」プランをみても明らかではない (Kr.S. 1861)。




「第 9昂i 再生産過程のf党首し」という項目だけの部分がある。そのあとには r6 再
生産過紅の撹乱」を含むプランがある。これはマルクス杭拡大再生産で、恐慌の可能
性を説く立図をもっていたことを示している。但し，拡大再生産の民間の不卜分さが，









(12) マルクスは23冊のノートの他のいくつかの箇所で外国貿易にふれている (Kr.S. 1296， 
S. 1384など)。しかし，それは本稿のー主題で、ある外国貿易の拾象とは関連していない。
3. 1 8 6 3年以降
( i) u資本論』第 2部第 1稿









































自明である J (K. 274ページ)としている。この困難さの問題はこれ以上
追求されず，金生産の国内想定の問題にも至っていない。つぎに貨幣形態で
の資本蓄積つまり「貨幣蓄積そのもの」については「利子生み資本のところ
で(第 3部第 4章)J述べるべきである (K，275ページ)として，これも金
生産の問題をはずしている。
つぎに「第 8節 必要労働と剰余労働(剰余生産物)Jで[""さて，われわ
れは第 2に， もう 1つの極端(上述したように必需品は度外視して)全剰余
生産物が生産資本の形態で再生産される(あるいは同じことだが，外国貿易
で生産資本と交換される)場合， したがって者修的消費=0と仮定した場合






















































必然的に含まれているといつことである J (K I， S. 469) とのべている。
単純再生産で貨幣蓄蔵を論じることの当否は別として，そのことと本来の拡
大再生産とは峻別されている。つまり基本的には現存貨幣量で充分であると













註(13) もっとも，少し後で「最終的な叙述では，この第 1筒iを， (1)総再生産過紅における
商品資本の現実的素材変換， (2)この素材変換を媒介する i判官流通， という 2つの部分
に分離したほうがよいであろう J (K， 213ページ)とのべている。そこでは1rlW流通
の導入が幾分積極的に考えられている。このように素材変換と 1幣流通を二分する叙述
方法は第 2稿まで継;j'くされている ι そこでは単純再生産だけでなく，拡大肖生産でも
r( a)貨幣流通なしの叙述」と r(b) 貨幣流通による媒介を入れた叙述」という二
分した方法がとられている。もっとも，拡大再生産は内容が書かれていないのである
が(水谷謙治・名和隆央 rIT"資本論』第 2部第 2平杭(第三章)の未公開部分につい
てーーその概要と解説一一J IT"立教経済学研究~ 33巻 l号， 1979年を参!l百)。
外国貿易の拾象と再生産 43 
(14) 草稿の区分については，水谷・名和前持論文. 149ページを参照した。






していると前提しなければならな ~'J (Le Capital， par Far Eastern Book-SelIers， 
1979. p. 255. 江夏美千穂・上杉聴彦訳 rフランス語版資本論，J] (下)，法政大学出
版局. 1979年. 234ページ)。この註は第 3版以降にも継承されている(Das Kap均1，
Bd. 1. MEW， Bd. 23， S. 607)。ただし，初版，第 2版にはない。





















隆甫「再生産と外国貿易J ~経済学年報.n (大阪市大)第 7~， 1957年。山田喜志夫








る (r国際収支の均衡と貿易の均衡J ~立命館経済学.!l 30巻 3・4・5号， 1981年)。し
かし，いずれにしても世界市場と国民経済を分ける基準となるものは，後半体系の出
発点でもあるのが当然だと考えられる。
〔追記〕 註(3)に次の文献を追加する。木下悦二 rr資本の文明化作用」についてJ ~商学
論纂.n(中央大)， 18巻 2・3号， 1976年。望月消司 rr資本の文明化作用」をめぐって
一一マルクスは西欧中心主義者であったか一一J ~経消学論集.!(東京大)， 49巻3号， 1983年。
〔引用文献〕
1 ， Grundrisse der Kn'tik der ρolitischen Okonomie， MEGA， I - 1 ，邦訳は高木幸
二郎監訳「経済学批判要綱』大月書庖， 1971年，第 2- 3分冊による。 Gr.と略記。
2， Zur Kn'tik der politischen Okonomie (Manωhゆt1861-1863)，MEGA， I - 3， 
邦訳は「学説史」部分については，岡崎次郎他訳『資本論草稿集」大月書庖，第 5-
6分冊， 1980-82年，によった。 Kr.と略記。
3，資本の流通過程(~資本論』第 2 部第 1 杭)，中率照悦他訳，大月書r;tI， 1982年。
K.と略記。
4， Das Kapi臼l，Bd， I， MEW， Bd， 24，邦訳は，岡崎次郎訳『資本論』第 2巻，大
月書庖(国民文庫)による。 KI， と略記。
※ 3， 以外は原書ページのみを示す。
